
東北学院大学視聴覚センター視察レポー ト
水野 光晴

筆者は去る7月26日､梅雨明けのたまの晴れ間

のそよ風につつまれて､東北学院大学の泉キャン

パスを訪問した｡英文学科教授の畑中孝賓所長の

紹介していただき､当オーディオ ･ヴィジュアル

センター (以下AVセンター)を視察する機会を

得たので､ここにその報告と筆者の感想を述べさ

せていただく｡

東北学院大学泉キャンパスは仙台市北西の風光

明娼な丘陵地帯に最近竣工した新キャンパスであ

る｡AVセンター事務室は5号館 4階にあり､ll

名の所員と4名の職員で管理 ･運営されている｡

AVセンター所属の教室は5号館の3階と4階に

位置 しており､LL教室は3階に4教室､ 4階に

3教室あり､4階にはさらに､CAI教室が2重と

大視聴覚教室および同時通訳訓練のための特別

室､自習室､準備室が各 1室ある｡このうち､

cAI教室と自習室は､学部､学年を問わず多 くの

学生が､自習に利用している｡AVセンターを授

業で利用する際は､実習費を徴収しているとのこ

とであった｡

AVセンターはこの他に､年間行事として毎年

1回学外から講師を招いて学術講演会や､英語､

独語､仏語､中国語の各担当者選定による､文学

作品等の名作映画を学生に紹介するオーディオ ･

ビジュアルシアターを開催 しているとのことで

あった｡この他､留学を目指す学生のために､

AVセンターにあるいろいろな機器を利用して､

言葉の面の準備を手伝うための海外留学特別準備

コース､また英会話集中訓練コースを開催 してい

るとのことであった｡

AVセンター自習室には､学生の語学学習の手

助けとなるよう英語､ ドイツ語､フランス語､中

国語などの会話練習教材､映画などの他 に､

TOEFL､TOEIC､英語検定試験､国連英検等､

さらにフランス語､中国語の検定試験対策用のビ

デオテープ､リスニングテープ､テキス トブック

等が､極 く基礎的なものから上級者向けまで､そ

れぞれ揃っており､利用者は自習室カウンターに

あるリス トを参考にして随時利用できる仕組に

なっている｡また､4階のAVセンター事務室で

は､所員が勉強の仕方や､どんな教材を使って勉

強したらよいかなどの助言を与えているとのこと

であった｡

AV教室には､教材を聞いたり､教材を聞きな

がら同時に自分の声を録音することができるLL

ブースが40台(4階の548教室は80台)､ビデオデッ

キ (β)､レーザーディスク､カメラによる教材

提示機が備えられている｡これらは､全て卓上の

コンピュータディスク､カメラによる教材提示機

が備えられている｡これらは､全て卓上のコン

ピュータで集中コントロールされ､学生の出席情

況や練習状態を管理 ･登録することができる｡

現在､AVセンターでは､PC9801VX40台と

MacintoshPlus40台を備えた cAI教室で<英語

速読>と､<英語記述表現>の トレーニングを

行っているとのことであった｡<英語速読>は教

卓から各学生のデータ ･ディスクに準備された教

材テキス トを転送することから始まり､学生用に

作られたシステム ･ディスクを使ってその教材を

各自の画面に表示する｡その場合の方法としては､

lHHltHIHHIHHIHHIHHlHHIHHlllHHHHlHHlmHHlHHlllHlHIHHlllIHHHIHHlHHllHHllHIlHHllJHHIHHHIHIHIHHHIHllIMIIHIHHHlIHIHIllHIHllHIHHHHHLHlllHHtHHIHHIllIHIllHt

(6)



全教材を一度に表示する方法､一行ずつ表示する

方法､意味グループ毎に数語ずつ表示する方法､

一語ずつ表示する方法､または最初全テキス トを

表示 してから一行､数語､一語ずつの消去による

方法などがある｡さらに､視点をアップしていく

方法もある｡学生は教師の指示または各自の好み

の表示方法によって､決められた時間内に教材を

読み取 り､次に与えられる内容理解に関するさま

ざまな質問に答えるという仕組になっている｡各

学生の作業過程は教卓の画面で監視でき､必要に

応じて指示や助言を与えることができる｡学生は

空時間に自分のペースで復習することもできる｡

他方<英語記述表現>では､英文タイプを打て

ることが前提条件となるので､最初の2回の授業

は市販ソフトを使ってタイプの練習の手ほどきを

科目別､教室別授業数

科目別授業数

科 目 名 コマ数/過

オ ー 7- イ オ 10

英 語 聴 取 理 解 Ⅰ 3

英 語 聴 取 理 解 Ⅱ 4

英 語 聴 取 理 解 Ⅲ 4

英 語 聴 取 理 解 Ⅳ 2

英 語 口 頭 表 現 Ⅰ 3

英 語 口 頭 表 現 Ⅳ 1

英 会 話 Ⅰ 2

英 会 話 Ⅱ 4

フ ラ ン ス 語 Ⅰ 1

フランス語口頭表現 .記述表現 1

中 国 語 Ⅰ 5

中 国 語 Ⅱ 2

中 国 語 上 級 1

中国語 口頭表現 .記述表現 1

海 外 留 学 特 別 準 備 コ ー ス 2

ド イ ツ 語 Ⅰ 2

英 語 構 文 理 解 Ⅰ 1

英 語 構 文 理 解 Ⅱ 1

英 作 文 Ⅰ 4

英 語 記 述 表 現 Ⅰ 1

英 語 記 述 表 現 Ⅲ 1

英 語 速 読 Ⅰ 2

英 語 発 音 学 2

言 語 学 基 礎 論 1

し､その後各自で空時間に練習して腕を上げた段

階で､3､4回目の授業から英文ワープロの練習

をして､本格的な授業に入る｡そこで､学生は要

求された英文を各自の画面に打ち出すと､教師は

個々の学生の作業過程や結果を教卓の上で見て､

教師側のキーボードから個々の学生の英文を添削

し､その様子やモデル解答を全学生の画面に映し

出せるようにプログラムが組まれている｡その結

果は全て各データ･ディスクに保存 ･記録され､

学生は空時間に予習､復習することができる｡こ

のように全体授業の中でも個別指導､個別学習が

可能になるのがCAIの強みである｡

平成 4年度の当AVセンター利用状況は以下の

通りである｡

教室別授業数

教 室 名 コマ/過

AV教室 37

AV80人教室 9

AV特別教室 4

CAⅠ(MAC)教室 13

CAT(NEC)教室 3

※ 中国語の授業で､同時間内に2つの教室が使われた

ため､F教室別授業数Jのコマ数の方が多 くなりま

した｡
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CA l教室(自習としての)利用者数

540番教室 (Macintosh"MacPlusH)

一一一 平成 2年-- .平成 3年- 平成 4年

//てこ 平成4年 I/＼

//.--ゝk 平成 2年 ＼

4 5 6 7 8 9 10 11 12 12 3
自習利用者数 2,372人

CA I教室利用者数 4,228人

自習室利用者数 (月別)
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AVセンターソフ ト在庫数
(平成 3年4月 1日現在)

ビデオ ･テープ 1,374本

カセットテープ 198巻

レーザー ･ディスク

コンピュータ ･ソフト

当AVセンターは､学生が空時間を利用して気

軽に施設や教材を利用できる工夫がなされてお

り､厳重な管理下にある本学とは対照的な雰囲気

があった｡また､学生の語学上の悩みに対して即

148枚

113セット

座に助言するシステムや､各種の講習会が頻繁に

催されており､学生と教師相互間の知的交流が極

く円滑に行われている点が印象的であった｡一完
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